
平成２８年度北海道水資源保全審議会

議 事 録

日 時：平成２９年１月２５日（水）９時５５分～１０時４５分

場 所：第二水産ビル  ４階  ４Ｆ会議室
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○ 次 第

１ 開会

２ 議事

（１）第３期北海道水資源保全審議会の会長及び副会長の選出について

（２）水資源保全地域に係る指定の区域及び地域別指針の案について

（３）「北海道水資源の保全に関する条例」に係る検討（点検）について

３ 閉会

○ 出席者

（委員）

荒木 健介委員 （藤田・荒木法律事務所弁護士）

海老名 誠委員 （小樽商科大学理事・特認名誉教授）

柿澤 宏昭委員 （北海道大学大学院農学研究院教授）

片山 健也委員 （ニセコ町長）

冨士田裕子委員 （北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園教授）

松井 廣道委員 （北海道森林組合連合会副会長理事）

丸谷 薫委員 （北海道立総合研究機構環境・地質研究本部地質研究所

地域地質部長）

山本 裕子委員 （北海学園大学工学部准教授）

（道側）

岸 純太郎   （総合政策部政策局計画推進担当局長）

城田 敏樹   （総合政策部政策局土地水対策課長）

齊藤 智実   （総合政策部政策局土地水対策課主幹）

（オブザーバー）

三浦 祥子  （水産林務部林務局森林計画課長）

中島 知子   （環境生活部環境局環境政策課主査）
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１ 開会

□城田課長

  まだ定刻前ですが、皆様お揃いですので始めさせていただきたいと思います。

それでは、ただ今から平成２８年度北海道水資源保全審議会を開催させていただき

ます。

私、本日、会長が決まりますまでの間、進行役を務めさせていただきます総合政策

部政策局土地水対策課長の城田と申します。よろしくお願いいたします。

それでは、開会に当たりまして、総合政策部岸計画推進担当局長よりご挨拶申し上

げます。

□岸局長

おはようございます。総合政策部で担当の局長をしています岸と申します。よろし

くお願いいたします。

本日は、お忙しい中、ご出席いただきまして厚くお礼申し上げます。

また、委員の皆様には、日頃から道政の推進に当たりご指導をいただき、お礼申し

上げたいと思います。

本日は、第３期の委員としてご就任いただきました最初の審議会ということでござ

います。委員の就任に当たりましては、第１期、第２期に引き続きご就任をいただ

き、心から感謝申し上げたいと思います。平成３０年４月９日までの任期となります

ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

本日の審議会でございますが、今期の会長と副会長を選出していただき、その後、

今年度の水資源保全地域の指定についてご審議をいただくという流れになってござい

ます。

水資源保全地域につきましては、平成２４年４月の条例施行以降、合計で５８市町

村１６９地域の指定を行っていますが、今回は、占冠村、厚岸町、標茶町合わせて３

町村から６地域の新規の提案があったところでございます。後ほど、区域の指定の考

え方、関係町村の提案に基づき道が作成した地域別指針の案についてご説明を申し上

げ、ご審議をお願いしたいと考えております。

次に、北海道水資源の保全に関する条例につきましては、条例の附則第２項におき

まして、５か年を経過するごとに社会経済情勢の変化等を勘案して条例の施行状況等

を検討し、必要な措置を講ずることとしてございます。平成２４年４月の施行から本

年３月末で５年を経過することとなりますので、来年度、条例に基づいた、施行状況

等について検討することとしてございます。後ほど、事務局から北海道水資源の保全

に関する条例の検討に係る点検概要についてご説明させていただきますので、ご承知

おきいただければと思っております。

委員の皆様方におかれましては、忌憚のないご意見をいただきますようお願い申し

上げ、簡単ではございますが、冒頭のご挨拶とさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。
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□城田課長

  なお、岸局長につきましては、用務の都合によりまして、議事の途中で退席させて

いただきますので、あらかじめご了承いただきたいと思います。

次に、会議の成立についてでございます。本日は委員総数９名のうち８名の委員に

ご出席いただいておりますので、北海道水資源の保全に関する条例第３１条第２項に

規定する定足数を満たしております。よって、本会議は成立していることをご報告申

し上げます。

それでは議事に入らせていただきます。

２ 議事

（１）第３期北海道水資源保全審議会の会長及び副会長の選出について

□城田課長

まず、「（１）第３期北海道水資源保全審議会の会長及び副会長の選出について」

でございます。

本日は、先程、局長のご挨拶にもありましたとおり、第３期の最初の審議会となり

ます。条例第３０条第２項の規定に基づきまして、委員の皆様の互選により今期の会

長、副会長を選出していただくこととなります。

本来であれば、皆様方からこの場で会長、副会長のご推薦をいただくところでござ

いますが、今回は第２期の委員の皆様に引き続きご就任いただいております。

したがいまして、事務局といたしましては、会長には柿澤委員、副会長には海老名

委員に、引き続きお願いしたいと存じます。いかがでしょうか。

（拍手による承認）

□城田課長

ありがとうございます。それでは、第３期水資源保全審議会の会長は柿澤委員、そ

して副会長は海老名委員に、それぞれ決定いたしました。

恐れ入りますが、柿澤会長には会長席へご移動していただきたいと思います。

（柿澤会長、会長席へ移動）

□城田課長

それでは、柿澤会長からご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願いいたし

ます。

□柿澤会長

それでは、前期に引き続きまして会長を務めさせていただきます。どうかよろしく

お願いします。

今期は条例の検討、点検ということもございますので、皆様の方からもこれまでを

振り返りつつ、活発なご議論をいただければと思いますので、どうかよろしくお願い



4

いたします。

□城田課長

ありがとうございました。

岸局長につきましては、ここで退席させていただきます。

□岸局長

委員の皆様よろしくお願いいたします。

□城田課長

それでは、これからの議事・進行につきましては、柿澤会長にお願い申し上げま

す。よろしくお願いいたします。

（２）水資源保全地域に係る指定の区域及び地域別指針の案について

□柿澤会長

それでは、議事の２番目「水資源保全地域に係る指定の区域及び地域別指針の案に

ついて」事務局から説明をお願いいたします。

□齊藤主幹

事務局、土地水対策課の齊藤です。よろしくお願いいたします。

それでは、平成２８年度の水資源保全地域の提案区域につきまして、まず、お手元

の資料１に基づき今回の提案状況をご説明させていただき、その後、資料２に基づき

指定の区域と地域別指針の案を、地域ごとに一括してご説明させていただきたいと存

じます。

また、地域の概要図につきましては、資料２の説明の際にスクリーンでご覧いただ

きたいと思います。

なお、委員の皆様には、あらかじめ資料をご覧いただき、その際、事務局に質問等

をお寄せいただいたものにつきましては、本日の資料において、それらを踏まえた内

容となっておりますので、該当する区域を説明する時に、具体的にご説明させていた

だきたいと思います。

＜資料１＞

それでは、資料１「平成２８年度水資源保全地域提案区域一覧」をご覧ください。

今回の新たな提案区域としては、上川総合振興局管内の占冠村の４地区、釧路総合

振興局管内の厚岸町の１地区、標茶町・弟子屈町にわたる１地区の合計６地区となっ

ておりまして、全て新規の提案区域となっております。

占冠村の４地区は、提案・所在ともに占冠村で、水資源保全地域名は「中トマム地

区」、「十三線の沢川地区」、「山上農場の沢川地区」、「上トマム地区」となっており、

いずれもトマム地域に所在しております。取水形態は中トマム地区が地下水で、それ

以外は地表水となっております。
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厚岸町の１地区は、提案・所在ともに厚岸町で、水資源保全地域名は「上尾幌地

区」となっており、取水形態は地下水となっております。

標茶町・弟子屈町の１地区は提案が標茶町で、所在が標茶町・弟子屈町にまたがっ

ております。水資源保全地域名は「標茶町西熊牛地区・弟子屈町熊牛原野地区」とな

っており、取水形態は地下水で、取水施設は標茶町に所在しております。

水資源保全地域としては、新規の占冠村を含めて、今回提案の区域が指定されます

と、指定数の累計は５９市町村１７５区域となります。資料１の説明は以上です。

続きまして、個別の提案区域について、占冠村、厚岸町、標茶町・弟子屈町の順

に、指定の区域と地域別指針の案を地域ごとに一括してご説明させていたただきま

す。

また、概要図の凡例ですが、赤い点は取水地点、青い線は、地下水の場合は取水地

点から半径１キロメートルの円、地表水の場合は取水施設に対する集水区域、赤い線

は提案区域で、地番単位で区域設定を行っております。なお、緑色は国有地等の除外

地域となっております。

＜占冠村管内図＞

まず占冠村です。スクリーンの概要図をご覧ください。

占冠村の提案区域の位置ですが、ここにＪＲ石勝線と道東自動車道が走っており、

こちらにリゾート施設のスキー場があります。

１つ目が地下水を取水する「中トマム地区」、この南側に２つ目の「十三線の沢川地

区」、３つ目にスキー場の中にある「山上農場の沢川地区」です。そして４つ目がトマ

ム集落のある「上トマム地区」で、一級河川「鵡川」の源流地域となっております。

＜占冠村中トマム地区＞

最初に１番目の「中トマム地区」です。スクリーンをご覧ください。

場所は先程説明しましたが、ここがＪＲ石勝線と道東自動車道で、スキー場は上側

になります。こちらが、これから取水施設を作る予定の場所となっておりまして、地

下水であるため、取水地点から半径１キロメートルの円を基本として地番で整理した

この赤い線が水資源保全地域となります。この部分は国有林のため、除外されていま

す。

資料２をご覧ください。「１ 指定の区域」につきましては、本日の資料では地番の

記載は省略しておりますが、告示の段階で明記することとしております。

次に、「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」についてです。対象

区域は、占冠村簡易水道の取水施設が設置される予定地点から一定距離の区域として

設定しております。面積は約３５８万平方メートルで、主な地目としては、面積の大

きい順に山林、原野、雑種地で、土地所有者は、占冠村とリゾート運営会社などとな

っております。区域設定の考え方は、先程のスクリーンでの説明と同じですので省略

します。他の地区も同様になります。対象区域の状況では、国土利用計画法や森林法

等における対象区域の位置付けを示しております。
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「（２）指定の区域において土地所有者等が配慮すべき事項」につきましては、水資

源保全地域の名称以外は、条例第１６条第１項の規定に基づく北海道水資源保全地域

に関する基本指針を踏まえた、各地域とも共通した記載内容となっております。

また、「地域別指針（案）」の別表になりますが、基本指針の別表の内容を基本とし

て、土地利用に関する法令をはじめ、区域内に関係する法令に基づき、必要な手続き

等を行うよう配慮願いたい事項を、「土地取引行為を行う場合」から、最後の「ゴルフ

場の開発を行う場合」まで、「要件」、「必要な手続等」、「根拠法令等」に区分して、記

載しております。

これらの内容につきましては、所管する道庁関係各課において、時点修正や確認な

どを行っております。

なお、「（２）指定の区域において土地所有者等が配慮すべき事項及び地域別指針

（案）別表」につきましては、各地区とも同様の記載内容となっておりますので、他

の地区は説明を省略させていただきたいと思います。

＜占冠村十三線の沢川地区＞

続きまして、占冠村の「十三線の沢川地区」です。スクリーンをご覧ください。

場所は、先程の中トマム地区から見ると、ＪＲと高速道路を挟んだ南側になってお

ります。ここは十三線の沢川の地表水であるため、青い線の集水区域を地番単位で整

理し、国有林を除いた赤い線の区域を水資源保全地域としています。また、先程の中

トマム地区の一部と地番が重なっている場所があります。

なお、事前に委員から、集水区域の範囲が分水界等の位置と異なる（狭くなってい

る）とご指摘をいただき、占冠村に確認し、修正しております。

また、別の委員からは、河川水の取水による魚類への影響はないかとご意見をいた

だきましたが、ここは河川の流量が相当程度あり、取水口も自然に水が入る形で、無

理矢理吸い込む施設にはなっておりませんので、魚類への影響はほとんどないものと

考えております。

資料２をご覧ください。「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」で

す。対象区域は、鵡川水系鵡川支流十三線の沢川から地表水を取り入れる占冠村簡易

水道の取水施設が設置されている地点に対する集水区域の全部として設定しておりま

す。面積は約２１５万平方メートルで、主な地目としては、山林、保安林、原野など

となっており、土地所有者は、占冠村とリゾート運営会社となっております。対象区

域の状況では、国土利用計画法や森林法等における対象区域の位置付けを示してお

り、給水量は１日当たり２,１１０立方メートルとなっております。

＜占冠村山上農場の沢川地区＞

続きまして、占冠村の「山上農場の沢川地区」です。スクリーンをご覧ください。

ここがＪＲ石勝線と道東自動車道で、先程の２箇所の区域はこの辺りです。ここに

リゾート施設のスキー場、下の方にホテルや施設があります。こちらの途中に山上農

場の沢川の取水池があり、その下に取水地点があります。地表水であるため、青い線
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の集水区域のうち地番単位で整理し、国有林を除いた赤い線の区域を水資源保全地域

としております。非常に狭い区域になっておりますが、地番単位で整理するとこうい

う形になります。こちらも周りはほとんど国有林のため、除外される地域となってお

ります。

事前に委員から、集水区域の範囲が分水界と一部異なるとのご指摘がありましたの

で、占冠村に確認し、修正しております。

また、別の委員から、リゾート施設の汚水の処理方法についてご質問がありました

ので、役場に確認したところ、リゾート運営会社がＪＲトマム駅近くに独自に大規模

な浄化槽を設置して処理していることを確認しております。

資料２をご覧ください。「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」に

ついてです。対象区域は、鵡川水系トマム川支流山上農場の沢川から地表水を取り入

れる占冠村簡易水道の取水施設が設置されている地点に対する集水区域の全部として

設定しております。面積は約２０万平方メートルで、主な地目としては、雑種地、原

野、山林などで、土地所有者は、占冠村、リゾート運営会社となっております。対象

区域の状況は、給水量は１日当たり５７立方メートルとなっております。

＜占冠村上トマム地区＞

続きまして、占冠村の「上トマム地区」です。スクリーンをご覧ください。

先程のスキー場がこの道東自動車道の上の方にあり、こちらは鵡川の源流となって

います。地表水であるため、取水地点に対する青い線の集水区域のうち、地番単位で

整理し、国有林を除いた赤い線の区域を水資源保全地域としています。こちらも周り

は国有林で、除外区域となっております。

事前に委員から、集水区域の範囲が分水界と比べて狭いとご指摘がありましたの

で、占冠村に確認し、修正しております。

資料２をご覧ください。「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」に

ついてです。対象区域は、鵡川水系鵡川から地表水を取り入れる占冠村簡易水道の取

水施設が設置されている地点に対する集水区域の全部として設定しております。面積

は約３４７万平方メートルで、主な地目としては、山林、原野、畑などで、土地所有

者は、個人、占冠村などとなっております。対象区域の状況は、給水人口が２４８人

で、給水量は１日当たり約２３１立方メートルとなっております。

＜厚岸町上尾幌地区＞

次は、厚岸町の「上尾幌地区」です。スクリーンをご覧ください。

ＪＲ釧路駅と厚岸駅の中程に位置しており、厚岸町の西端の方です。これがＪＲ根

室本線で、ここが上尾幌駅、こちらは上尾幌の集落です。この集落の周りは国有林と

なっています。地下水であるため、取水地点から半径１キロメートルの円を基本とし

て地番単位で整理し、国有林を除いた赤い線の区域を水資源保全地域としています。

対象区域は、厚岸町の町有地で、非常に狭い区域ですが、ここだけが提案区域となっ
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ております。

事前に委員から、国有林に囲まれている区域で指定の必要性はあるのかとのご意見

がありましたが、厚岸町といたしましては、水道水源の取水地域を計画的に水資源保

全地域として指定を進めており、この区域についても、水源を安定的に確保するため

に指定したいとの町の強い意向があり、今回の提案となっております。

また、別の委員から、提案区域の範囲の取り方が違うのではないかとご指摘があ

り、厚岸町に確認し、修正しております。

資料２をご覧ください。「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」に

ついてです。対象区域は、尾幌川水系尾幌十二号川支流青葉川の湧水を取り入れる厚

岸町上尾幌地区簡易水道施設が設置されている地点から一定距離の区域として設定し

ております。面積は約１万平方メートルで、主な地目は墓地、山林、宅地などで、土

地所有者は厚岸町となっております。対象区域の状況は、給水人口は１６５人で、給

水量は１日当たり７６立方メートルとなっております。

＜標茶町西熊牛地区・弟子屈町熊牛原野地区＞

続きまして、標茶町と弟子屈町の「標茶町西熊牛地区・弟子屈町熊牛原野地区」で

す。スクリーンをご覧ください。

場所は、ＪＲ釧網線の標茶駅と弟子屈駅の中程にある磯分内駅に近く、釧路川に隣

接した地域であり、取水する地下水は、標茶町西熊牛地区に給水しております。地下

水であるため、取水地点から半径１キロメートルの円を基本として地番で整理し、国

有地を除いた赤い線の提案区域を水資源保全地域としております。

事前に委員から、埋蔵文化財が近辺にあるのではないかとご意見があり、確認した

ところ、南東方向約３００メートルの地点に埋蔵文化財がありました。しかし、提案

区域は地下水の取水であることや、河川や道路を挟んでいることなどから影響はない

ものと考えております。

資料２をご覧ください。

「２ 地域別指針（１）指定の区域に関する基本的事項」についてです。対象区域は

地下水を取り入れる標茶町西熊牛地区専用水道の取水施設が設置されている地点から

一定距離の区域として設定しております。面積は約３３０万平方メートルで、主な地

目は畑・牧場、原野、山林などで、土地所有者は、個人、標茶町などとなっておりま

す。対象区域の状況は、給水人口は１８６人で、給水量は１日当たり１３６立方メー

トルとなっております。

事務局からの説明は以上です。

□柿澤会長

どうもありがとうございました。委員の皆様から事前にありましたご質問にお答え

いただく形で、指定区域と地域別指針の案についてご提示いただきました。

皆様の方からご質問、ご意見等がございましたら、お出しいただくようお願いいた
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します。いかがでしょうか。

□海老名副会長

これは意見ではなく、再確認事項になります。

指定区域の範囲については、これまでも審議会で決めており、結果として提案区域

の取水口が近いため重なり合う地域はありました。

今回提案された占冠村の１番と２番については、地下水と地表水による重複地域と

なっておりますが、地下水と地表水が重複することで、法律や条例の条項など、これ

までの指定区域と違う点は何かありますか。

□柿澤会長

ありがとうございました。今の点については、どうですか。

□齊藤主幹

指定区域については、地下水は半径１キロメートルの円を基本とし、地表水は集水

区域の全部としておりますが、他の地域でも指定区域が重なっている所はあります。

それぞれの区域の範囲の取り方で重なっていますが、取水施設は離れております。

□海老名副会長

地下水同士で重なっている区域は記憶しておりますが、地下水と地表水が重なり合

っている場合も、これらの扱いについて違いはないと考えてよろしいですか。

□齊藤主幹

指定区域の範囲が重なっているだけで、取水施設は重複しておらず、それぞれの区

域にある取水施設から取水しているので影響はないと考えております。

□丸谷委員

それぞれの水源を確保するために必要な取水範囲を考えた時に、たまたま別々の水

源で重複したと考えれば良いと思いますので、特段の配慮をする必要はないかと思い

ます。

□柿澤会長

基本的に、地下水も地表水も配慮すべき事項や届出制については同じため、その点

については特に問題はないかと思います。

その他、いかがでしょうか。

□丸谷委員

これまで注意していなかったこともあり、はっきりと記憶していませんが、指定状

況を詳しく把握するという目的からすると、（取水施設の設置）予定地であるのか、水

源がある所を指定するのかということがはっきりと分かるような形で、今後、情報を
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整理していただきたいと思いますがいかがですか。

□柿澤会長

予定地での指定は初めてと思いますが、今の点については、いかがですか。

□齊藤主幹

予定地ではありますが、占冠村では、ニセコ町の条例を参考にした条例を３月の村

議会で提案することとしており、道の条例の水資源保全地域の指定区域と同じ区域の

指定を検討しております。

さらに、リゾート施設の増設が見込まれており、今後、取水施設を建設することか

ら、今回の指定区域として提案したところです。

□丸谷委員

条例第１７条では、（水資源保全地域として指定できる区域に）取水施設の設置が予

定されている地点も含まれているため、指定については何も問題ないと思います。

提案区域については、予定地で提案する地域と、現在ある取水施設を保全する目的

で提案する地域があり、地元の考え方がどう変化してきているか分かりますし、予定

地がどのくらい存在するかという観点からも把握しておいた方が良いかと思います。

□柿澤会長

予定地を提案する場合については、今後、その背景も含めて示していただきたいと

いう事でよろしいですか。

□丸谷委員

はい。

□柿澤会長

それについては、よろしいですか。

□齊藤主幹

はい、分かりました。

□柿澤会長

今後、こういうケースの場合には、丸谷委員からご指摘がありました形でご提案い

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

他に、皆様から特にご意見がないということになりますと、今回の指定の区域、地

域別指針の案についての修正意見はありませんので、指定の区域に関しては、町村か

らの提案どおり妥当と判断します。

また、地域別指針の案については、審議会として特に意見なしとしたいと思います

がよろしいですか。
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□各委員

はい。

□柿澤会長

それでは、これらを審議会としての審議結果とさせていただきたいと思います。

（３）「北海道水資源の保全に関する条例」に係る検討（点検）について

□柿澤会長

それでは、議事の３番目「「北海道水資源の保全に関する条例」に係る検討につい

て」、事務局の方から説明をお願いいたします。

□齊藤主幹

それでは事務局から、冒頭の岸局長の挨拶で申し上げました「北海道水資源の保全

に関する条例」に係る検討（点検）について、概要をご説明させていただきます。

資料３をご覧ください。

まず、「１ 点検概要」の「（１）経緯等」です。この条例は、水源周辺における利用

目的が明らかでない大規模な土地取引等が認められたことから、水源周辺の適正な土

地利用の確保を図るため、全国に先駆けて平成２４年４月に施行しております。

条例の附則第２項の規定では、条例施行後５年を経過するごとに社会経済情勢の変

化等を勘案して検討し、必要な措置を講じることとしております。

この条例は平成２４年４月１日の施行日を起算点とし、２９年３月末で５年を経過

することから、対象期間である２４年度から２８年度の５年間の点検を行うこととし

ており、２９年度の本格点検の実施に向けて本年度から準備を進めております。

次に「（２）点検方法等」をご覧ください。条例の点検については、社会経済情勢の変

化等の視点で、条例の条文内容や構成のほか事務手続等も点検することとしており、併

せて施策等の施行状況などを点検することとしております。

事前に委員から、条例の点検については、施行状況の検証が重要であり、条例の使い

勝手や浸透度合いなどの内容等を検討するとともに、現場の声を良く聴くことが大事で

あるとの貴重なご意見をいただきましたので、条例の点検に当たりましては、それらの

趣旨を踏まえて、施行状況や条文内容等の点検をはじめ、指定市町村や北海道町村会、

北海道市長会、関係団体への意見照会やヒアリング調査などを実施するとともに、当審

議会においては、条例の点検に関してご審議をしていただき、貴重なご意見等をいただ

きたいと存じますのでよろしくお願いいたします。

次に「２ 今後のスケジュール等」をご覧ください。条例の点検に関するスケジュール

の予定を示しております。

条例の施策等の施行状況や条文ごとの内容の点検につきましては、今年度から進めな

がら２９年度の前半において意見照会やヒアリング調査の実施を予定しております。

なお、当審議会につきましては、今のところ１０月と１月の２回の開催を予定してお

りますが、条例の見直し状況により開催時期や開催回数が異なる場合がありますのでご
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承知おき願います。

また、条例の点検に当たっては、国会での議論のほか、国において水に関して総括的

な内閣官房水循環政策本部や国土交通省の動向などを見据えながら進めたいと存じます。

事務局からの説明は以上です。

□柿澤会長

ありがとうございました。事務局から、条例の検討・点検について説明をいただき

ましたが、皆様の方から何かご質問、ご意見等はございますか。

事前に委員から、運営状況をきちんと点検していただきたいとのご意見があり、そ

れらを踏まえて実施していくということを述べておりましたが、何か検討する上でこ

の点に気を付けていただきたいというご意見でも結構ですが、何かございませんか。

特にご意見がなければ、今後このような形で検討を進めていただき、また、来年度

の審議会で皆様からご意見をいただくことになりますので、改めてご審議の方をよろ

しくお願いしたいと思います。

以上で、予定していた議事は全て終了となります。

事務局においては、水資源保全地域の指定に向けた作業、また、この条例の検討に

ついての作業を進めていただきますようよろしくお願いいたします。

それでは事務局にお返しいたします。

４ 閉会

□城田課長

柿澤会長はじめ委員の皆様、どうもありがとうございました。

本日ご審議をいただきました６地域の今後の指定に向けたスケジュールですが、こ

の後、ご提案いただきました町村との協議等を経まして、２月中下旬に地域指定の予

定告示を行います。その後、２週間の縦覧と意見書提出の期間を設けまして、３月中

旬を目途に地域指定の告示を行い、そして、４月１日付けの施行を目指して参りたい

と考えております。

また、ただいま、ご説明申し上げましたが、来年度に条例の点検作業を進めて参り

ます。今後、この審議会の委員の皆様、市町村、関係団体からのご意向をお伺いしな

がら進めて参りたいと考えておりますので、今後も引き続きよろしくお願い申し上げ

ます。

それでは、以上をもちまして、北海道水資源保全審議会を終了いたします。

どうもありがとうございました。

（了）


